
 

 

 

茅ヶ崎市開高健記念館 

開館 20周年企画 

ＢＥＳＴ ＣＯＬＬＥＣＴＩＯＮ 開高健 

  

１９７４年（昭和４９年）末、開高健は本と紙で溢れそうになった東京都杉並区の家を離れ、

海にほど近い茅ヶ崎市東海岸に仕事場として新たな家を建てました。やがて家族も移り住

み、ここが終の棲家となります。 

開高健の没後、この旧開高邸は、2003年に茅ヶ崎市開高健記念館として生まれ変わり、

今年で開館２０周年を迎えました。 

 

１ 概要 

本展は当館の開館２０周年を記念して、 

これまで実施された、のべ約３０回にわたる 

企画展で展示された当館の収蔵品の中から、 

代表作の直筆原稿や取材資料、愛用品など 

貴重な所蔵の品々を選りすぐり、一斉展示 

することで、作家・開高健の足跡をたどります。 

 

2 会期 

 10月 28日（土）～２０２4年 3月 31日（日） 

 の毎週金・土・日・祝に開催 

 10時～17時（入館は 16時３０分まで） 

 

3 会場 

 開高健記念館（東海岸南６－６－６４） 

 

4 観覧料 

  ２００円（茅ヶ崎ゆかりの人物館との共通観覧券は３００円） 

 

5 主催 

茅ヶ崎市 

 

6 問い合わせ 

    文化推進課文化推進担当 電話０４６７（８1）7148 

茅 ヶ 崎 市 記 者 発 表 資 料 

２ ０ ２ 3 年 1 0 月 2 4 日 

文化スポーツ部文化推進課 課長 菊池 修 

電話０４６７（８２）１１１１  内線 12４９ 

 

（写真提供：開高健記念会） 
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